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明治通り沿いの桜

次回定例会のお知らせ





しぶや区議会だよりは点字とカセットテープでも発行しています。詳しくは区議会事務局調査係までお問い合わせください。

令和６年第１回臨時会は１月24日に開か
れ、令和５年度一般会計補正予算１件を可
決しました。
令和６年第１回定例会は２月20日から３

月21日まで、31日間の会期で開かれました。
２月20日の本会議では、３人の議員が代

表として一般質問を行った後、人権擁護委
員の候補者３人について支障ない旨を答申
しました。
２月21日の本会議では、３人の議員が代

表として一般質問を行いました。
２月22日の本会議では、６人の議員が個

人として一般質問を行った後、渋谷区手数
料条例等の一部を改正する条例１件を可決

しました。
３月４日の中間本会議では、渋谷区多様

性を認め合う社会を推進する条例など条例
８件、令和５年度一般会計補正予算１件、
契約１件、規約の変更１件を可決しました。
３月21日の最終日の本会議では、教育長

の任命の同意１件、渋谷区国民健康保険条
例の一部を改正する条例など条例10件、
令和６年度一般会計及び３特別会計の当初
予算４件、特別区道路線の廃止及び認定４
件、委員会提出議案１件を可決、議員提出議
案８件を否決し、専決処分の報告１件を聴取
しました。このほか、請願１件を採択、３件を
不採択とし、意見書２件を決定しました。

令和６年度各会計予算額
区　　　　　分 令和６年度当初予算額 令和５年度当初予算額 増減率
一 般 会 計 １，２２３億１，９００万０千円 １，１２６億２，８００万０千円 8.6%
国 民 健 康 保 険
事 業 会 計 ２７０億４，５２１万５千円 ２６５億４，９９８万３千円 1.9%

介 護 保 険
事 業 会 計 １７５億５，０５３万７千円 １６４億２，５０７万２千円 6.9%

後期高齢者医療
事 業 会 計 ６６億６，７５０万３千円 ６７億２，２９４万７千円 △０．８％

計 １，７３５億８，２２５万５千円 １，６２３億２，６００万２千円 6.9%

　令和３年５月17日、最高裁判所は建設業従事者のアスベスト被
害に対して、国の責任と大手アスベスト建材製造企業10社の賠償
を認める判決を言い渡した。
　同判決等を踏まえ、特定石綿被害建設業務労働者等に対する給
付金等の支給に関する法律（略称、建設アスベスト給付金法）が
成立、令和４年１月から国の拠出により、建設アスベスト被害者
に対する給付金制度が開始された。
　しかし、給付金支給対象者は限定されており、アスベスト建材
製造企業による補償の在り方も定められていない。
　また、大気汚染防止法等のアスベスト関連法改正により、規制
が強化された。令和４年４月から一定規模以上の工事は事前調査
結果の報告が必須となり、建物所有者である国民の負担が増加す
る。その負担を避けようと無届、違法工事が横行すれば、国民や
建設業従事者の健康被害も心配される。
　よって、国におかれては、次の事項について、必要な措置を講
じるよう強く求める。

１	国は大気汚染防止法による建物解体などにおける飛散防止対策
について、地方公共団体に対し必要な財政支援を行うこと。

２	国は「住宅・建築物安全ストック形成事業（住宅・建築物アス
ベスト改修事業）」について、建築物の所有者等に対する調
査・除去費用の補助制度を拡充すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　令和６年３月21日
渋谷区議会議長名

衆議院議長／参議院議長／内閣総理大臣／財務大臣／厚生労働大
臣／経済産業大臣／国土交通大臣／環境大臣　あて

　改正マイナンバー法が令和５年６月２日に成立し、令和６年12
月２日には健康保険証を廃止して、マイナンバーカードに保険証
機能を持たせる「マイナ保険証」に一本化されることになった。
　現行の健康保険被保険者証の廃止は、マイナンバー法上任意と
されているマイナンバーカードの取得の事実上の義務化であり、
法律上も大きな問題がある。さらにオンライン資格確認等のシス
テム上でのエラーやトラブルが未だ多く発生しており、保険資格
確認の手段として確実なものとはいえず、マイナ保険証の使用率
は令和５年12月時点で低下している一方である。
　また、マイナンバーカードの利活用に対応しきれない医療機関
も一定数あり、閉院という選択肢を取らざるを得ない、という現
状が生まれている。
　わが国の医療保険制度は、いつでもどこでも誰でも、必要な時
に日本国内で均しく医療を受けられる「国民皆保険」制度を採っ
ているが、上記のような状況になれば同制度は、機能不全に陥り
かねない。また、地域の医療を支える担い手が不足した場合、地
域住民の健康に対する安全性を大きく損なう事態になることが懸
念されている。
　わが国が世界に誇る医療保険制度を将来にわたって維持存続さ
せるため下記要望する。

１	令和６年12月２日実施予定の健康保険証廃止に伴い、一定期間
はマイナ保険証と現行の保険証の両立を検討すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　令和６年３月21日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渋谷区議会議長名

衆議院議長／参議院議長／内閣総理大臣／総務大臣／厚生労働大
臣／デジタル大臣　あて

渋谷区議会では１月25日に丸山議長が34人の全議員を代表して石川県東京事務所を訪ね、被災さ
れた方へ心からお見舞いを申し上げ、義援金40万円を中谷所長に手渡しました。

●令和６年第２回定例会は、６月３日から開かれる予定です。
　本会議は、通常、定例会の初日と２日目、３日目に一般質問、最終日に議案の議決等が行われます。

渋谷区多様性を認め合う社会を推進する条例などを可決渋谷区多様性を認め合う社会を推進する条例などを可決

令和６年度各会計予算を可決
総額は1,735億8,225万5千円（前年度比6.9％増）

建設アスベスト対策の拡充を求める意見書

現行の健康保険証とマイナ保険証の両立を求める意見書

令和６年能登半島地震の被害を受けた石川県に義援金を贈呈



会派名略称：自由民主党＝渋谷区議会自由民主党議員団、シブヤ笑顔＝シブヤを笑顔にする会、立憲・国民＝立憲・国民渋谷議員団、公明党＝渋谷区議会公明党、
　　　　　　日本共産党＝日本共産党渋谷区議会議員団、維新の会＝日本維新の会渋谷区議団

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

問　
①
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

を
ど
う
推
進
す
る
か
。
②
事
業
評

価
制
度
構
築
と
結
果
開
示
の
進
捗

は
。
③
主
要
施
策
の
進
捗
公
表
を
。

区
長　
①
余
剰
金
を
基
金
へ
積
み

立
て
、
起
債
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

り
効
果
的
に
活
用
。
②
予
算
編
成

に
反
映
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
、

重
点
事
業
を
プ
レ
ス
発
表
。
③
区

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
を
検
討
。

防
災
に
つ
い
て

問　
①
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締

結
自
治
体
の
拡
充
は
。
②
相
互
応

援
協
定
に
基
づ
く
災
害
時
被
支
援

体
制
の
整
備
は
。
③
避
難
所
運
営

へ
の
Ｄ
Ｘ
推
進
の
進
捗
は
。
④
コ

ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
で
災
害
時
問

合
せ
の
引
受
け
を
。
⑤
在
宅
避
難

の
推
奨
と
周
知
啓
発
は
。

区
長　
①
遠
隔
地
等
自
治
体
と
の

協
定
を
前
向
き
に
進
め
る
。
②
本

区
職
員
の
分
掌
事
務
精
査
、
応
援

自
治
体
職
員
の
役
割
明
確
化
を
図

る
。
③
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
避
難
所
受

付
を
可
能
と
す
る
防
災
シ
ス
テ
ム

改
修
を
予
定
。
④
頻
度
の
高
い
問

合
せ
に
一
次
回
答
を
行
う
。
⑤
様

々
な
機
会
を
捉
え
周
知
啓
発
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
①
本
町
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

の
進
捗
状
況
と
不
燃
化
促
進
へ
の

意
欲
は
。
②
区
内
住
宅
耐
震
性
向

上
へ
の
考
え
を
。
③
大
山
街
道
整

備
事
業
に
「
歩
行
者
利
便
増
進
道

路
制
度
」
導
入
検
討
を
。
④
再
開

発
エ
リ
ア
と
な
る
商
工
会
館
利
用

者
の
活
動
場
所
を
ど
う
担
保
す
る

か
。
廃
止
さ
れ
る
区
道
と
商
工
会

館
借
地
権
の
財
産
価
値
は
ど
う
変

換
さ
れ
、
区
民
に
還
元
さ
れ
る
か
。

区
長　
①
地
域
の
理
解
・
協
力
を

得
て
計
画
実
行
、
建
て
替
え
費
用

助
成
制
度
の
周
知
啓
発
に
力
を
入

れ
る
。
②
国
や
都
か
ら
の
補
助
金

を
受
け
、
区
内
全
域
で
助
成
実
施
。

③
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
導
入
に

向
け
検
討
。
④
活
動
場
所
の
確
保

検
討
。
再
開
発
ビ
ル
に
権
利
床
を

取
得
す
る
予
定
、
利
用
用
途
は
区

民
還
元
す
る
よ
う
今
後
検
討
。

産
業
振
興
に
つ
い
て

問　

①
Ｄ
Ｉ
Ｇ 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｙ

Ａ
（
デ
ィ
グ
・
シ
ブ
ヤ
）
を
通
し

て
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
文
化
振
興

や
地
域
振
興
に
寄
与
で
き
る
ケ
ー

ス
を
作
る
目
的
は
達
成
さ
れ
た
か
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
総
括
と
今
後
の

方
針
は
。
②
こ
れ
ま
で
採
択
し
た

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
本
区
に

ど
う
貢
献
で
き
る
の
か
。
③
ミ
ラ

フ
ロ
ー
レ
ス
区
や
ホ
ノ
ル
ル
市
と

の
都
市
間
交
流
の
進
捗
は
。
④
区

の
経
済
・
産
業
振
興
に
も
結
び
付

く
都
市
間
交
流
と
す
べ
き
で
は
。

区
長　
①
来
街
者
が
最
新
の
カ
ル

チ
ャ
ー
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
体
感

で
き
る
機
会
創
出
。
多
様
な
人
が

集
ま
り
新
た
な
文
化
を
生
み
続
け

る
街
を
目
指
す
。
②
高
齢
者
福
祉

分
野
に
お
い
て
複
数
プ
ロ
ダ
ク
ト

の
実
証
を
検
討
。
③
５
月
以
降
に

ホ
ノ
ル
ル
市
長
を
招
き
姉
妹
都
市

協
定
締
結
を
目
指
す
。
６
月
に
ミ

ラ
フ
ロ
ー
レ
ス
区
を
訪
問
し
、
協

定
締
結
の
準
備
を
進
め
る
。
④
経

済
や
産
業
振
興
に
つ
な
が
る
取
組

も
実
現
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

環
境
政
策
に
つ
い
て

問　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
ふ
れ
あ
い
植
物
セ
ン
タ
ー
の
状

況
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
地
元
還
元
、

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

区
長　
開
園
後
７
か
月
間
で
約
３

万
人
の
方
が
来
園
。
今
後
は
加
計

塚
小
学
校
区
民
菜
園
跡
地
に
、
栽

培
面
積
の
拡
大
と
収
穫
機
能
強
化

等
を
図
る
施
設
の
整
備
を
検
討
。

福
祉
に
つ
い
て

問　
①
介
護
現
場
の
生
産
性
向
上

推
進
事
業
の
具
体
的
内
容
は
。
②

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
適

正
な
介
護
保
険
料
設
定
が
必
要
だ

が
、
持
続
可
能
な
福
祉
施
策
の
考

え
は
。
③
介
護
予
防
把
握
事
業
の

目
標
及
び
具
体
的
な
内
容
は
。

区
長　
①
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

等
導
入
実
証
実
験
事
業
」
を
開
始
。

②
負
担
能
力
に
応
じ
保
険
料
を
設

定
し
、
介
護
保
険
制
度
の
持
続
可

能
性
確
保
。
③
身
長
・
体
重
・
Ｂ

Ｍ
Ｉ
測
定
、
歩
行
姿
勢
測
定
、
栄

養
・
口
腔
・
聴
力
測
定
、
健
康
増

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
。
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
、
高
齢
者

の
会
場
型
見
守
り
の
役
割
も
担
う
。

子
育
て
・
教
育
に
つ
い
て

問　
①
学
校
施
設
建
て
替
え
事
業

の
進
捗
状
況
と
来
年
度
の
計
画
は
。

②
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
で
示
さ

れ
た
取
組
の
進
め
方
は
。
③
「
探

究
的
な
学
び
」
と
は
。
シ
ブ
ヤ
未

来
科
の
展
開
は
。
④
３
年
間
の
総

括
と
、
区
教
育
の
未
来
へ
思
い
は
。

区
長　
①
今
年
度
、
青
山
キ
ャ
ン

パ
ス
は
実
施
設
計
、
広
尾
中
と
松

濤
中
、
神
南
小
は
設
計
を
進
め
、

代
々
木
中
は
基
本
計
画
を
終
え
、

来
年
度
か
ら
２
年
間
で
設
計
を
行

う
。
来
年
度
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
仮
設
校
舎
は
準
備
工
事
着
手
予

定
、
鉢
山
中
と
原
宿
外
苑
中
の
基

本
計
画
作
成
業
務
を
開
始
、
鉢
山

中
は
猿
楽
小
と
、
原
宿
外
苑
中
は

千
駄
谷
小
と
の
小
中
一
貫
教
育
校

と
し
て
整
備
を
行
う
予
定
。

教
育
長　
②
誰
一
人
取
り
残
さ
れ

な
い
学
び
の
保
障
に
向
け
た
、
不

登
校
児
童
・
生
徒
の
支
援
に
更
に

取
り
組
む
。
③
自
ら
学
ぶ
力
や
創

造
性
を
発
揮
し
、
学
ん
だ
知
識
を

い
か
し
て
新
た
な
知
見
を
創
造
す

る
の
が
探
究
的
な
学
び
。
自
律
し

た
学
習
者
を
育
て
て
い
き
た
い
。

④
教
育
の
充
実
と
発
展
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も

情
熱
と
責
任
感
を
持
ち
、
「
未
来

の
学
校
」
づ
く
り
を
進
め
る
。

令
和
６
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

問　
予
算
配
分
の
考
え
方
は
。

区
長　
未
来
へ
の
投
資
に
注
力
。

防
災
・
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
①
自
宅
避
難
勧
奨
を
。
②
自

宅
備
蓄
充
実
策
は
。
③
学
校
建
て

替
え
期
間
の
代
替
避
難
所
は
。
④

避
難
所
間
利
用
者
移
動
計
画
を
。

⑤
２
０
０
キ
ロ
圏
内
自
治
体
と
災

害
時
相
互
応
援
協
定
を
。
⑥
ペ
ッ

ト
避
難
個
別
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
。

⑦
ペ
ッ
ト
同
室
避
難
所
を
。
⑧
ハ

チ
パ
ト
事
案
数
は
。
⑨
迷
惑
路
上

飲
酒
禁
止
条
例
制
定
を
。
⑩
物
理

的
に
分
離
し
た
自
転
車
レ
ー
ン
を
。

⑪
大
山
街
道
中
心
部
も
歩
車
共
存

空
間
に
。
⑫
猿
楽
橋
架
け
替
え
工

事
の
取
組
は
。
⑬
再
開
発
後
は
み

ど
り
を
増
や
す
ル
ー
ル
作
り
を
。

区
長　
①
居
住
可
能
な
場
合
推
奨
。

②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
意
識
啓
発
、
ハ
チ

ペ
イ
で
用
品
購
入
可
能
に
。
③
原

則
、
仮
校
舎
。
④
想
定
訓
練
を
実

施
。
⑤
⑦
⑨
⑪
検
討
。
⑥
31
避
難

所
で
作
成
。
⑧
警
察
引
継
ぎ
77
件
、

救
護
等
28
件
。
⑩
駐
車
車
両
多
い

区
間
で
検
討
。
⑫
工
期
短
縮
の
検

討
や
地
域
へ
の
丁
寧
な
説
明
を
行

う
。
⑬
「
み
ど
り
の
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
事
業
者
に
要
請
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

問　
①
敬
老
金
贈
呈
事
業
見
直
し

は
。
②
見
守
り
ロ
ボ
ッ
ト
貸
出
を
。

③
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
向
け
ハ
チ
ペ
イ

サ
ポ
ー
ト
教
室
は
。
④
医
療
機
関

に
ハ
チ
ペ
イ
加
盟
促
進
を
。
⑤
後

期
高
齢
者
に
ス
マ
ホ
貸
与
再
開
を
。

⑥
エ※

イ
ジ
テ
ッ
ク
推
進
は
。
⑦
後

期
高
齢
者
の
窓
口
申
請
無
償
化
を
。

区
長　
①
対
象
者
を
年
齢
で
絞
る
。

②
検
討
。
③
講
習
会
等
開
催
。
④

今
後
も
周
知
。
⑤
購
入
の
き
っ
か

け
を
提
供
。
⑥
関
連
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
企
業
と
連
携
。
⑦
予
定
な
し
。

ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
①
松
濤
中
温
水
プ
ー
ル
撤
回

の
意
図
は
。
プ
ー
ル
の
利
用
等
は
。

②
渋
谷
区
ス
ポ
ー
ツ
協
会
設
立
の

効
果
は
。
③
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
創

造
は
。
④
国
立
代
々
木
競
技
場
の

世
界
遺
産
登
録
に
賛
意
の
表
明
を
。

区
長　
①
地
域
配
置
と
コ
ス
ト
等

判
断
。
地
域
開
放
し
防
災
用
水
利

も
検
討
。
②
ス
ポ
ー
ツ
推
進
体
制

の
充
実
・
強
化
。
③
総
合
型
地
域

ク
ラ
ブ
を
目
指
す
。
④
動
向
注
視
。

教
育
に
つ
い
て

問　
①
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ス
ク

ー
ル
バ
ス
と
自
転
車
通
学
は
。
②

小
中
一
貫
教
育
校
を
義※

務
教
育
学

校
に
。
③
シ
ブ
ヤ
未
来
科
の
成
果

予
測
は
。
④
教
科
担
任
制
拡
充
を
。

⑤
渋
谷
図
書
館
跡
地
に
常
磐
松
小

連
携
施
設
を
。
⑥
区
域
外
も
小
中

一
貫
教
育
校
選
択
可
に
。
⑦
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
支
援
員
を
。

区
長　
⑤
提
案
を
踏
ま
え
検
討
。

教
育
長　
①
広
尾
中
は
バ
ス
運
行

検
討
。
自
転
車
は
許
可
の
方
向
。

②
変
更
な
し
。
③
学
び
続
け
る
意

欲
醸
成
。
④
広
尾
小
、
西
原
小
導

入
。
⑥
検
討
。
⑦
制
度
活
用
検
討
。

多
様
性
社
会
の
推
進
に
つ
い
て

問　
①
「
渋
谷
区
男
女
平
等
及
び

多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会
を
推
進

す
る
条
例
」
改
正
の
思
い
は
。
②

「
渋
谷
区
人
権
を
尊
重
し
差
別
を

な
く
す
社
会
を
推
進
す
る
条
例
」

の
「
差
別
」
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
で
は
。

区
長　
①
「
ち
が
い
を
ち
か
ら
に

変
え
る
街
。
」
継
承
に
努
力
し
続

け
る
。
②
願
い
を
反
映
し
た
表
現
。

選
挙
に
つ
い
て

問　
①
バ
ー
ス
デ
ー
レ
タ
ー
事
業

の
内
容
は
。
②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
若
年
層

啓
発
を
。
③
開
票
時
間
短
縮
策
を
。

選
管
委
員
長　
①
18
歳
時
お
知
ら

せ
送
付
。
②
検
討
。
③
事
例
研
究
。

用
語
解
説　

※
エ
イ
ジ
テ
ッ
ク
＝

高
齢
者
が
生
活
す
る
上
で
直
面
す

る
困
り
ご
と
を
解
決
・
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
。

用
語
解
説　

※
義
務
教
育
学
校
＝

小
中
一
貫
教
育
校
と
異
な
り
、
小

学
校
・
中
学
校
の
区
切
り
が
な
く

柔
軟
に
学
年
制
を
変
更
で
き
る
。

一般
質
問（
代
表
）

◁
ふ
れ
あ
い
植
物
セ
ン
タ
ー
の
外
観

※
議
員
名
右
上
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
各
議
員
の
質
問
の
模
様
を
録
画
映
像
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

△神泉児童遊園地で行われたペット防災訓練の様子

持続可能な行財政運営等７点
について伺う

自由民主党
一柳　直宏 議員

令和６年度予算案、まちづく
り等７点について伺う

シブヤ笑顔
伊藤　毅志 議員

令和６年（2024年）４月20日　No. 307 し ぶ や 区 議 会 だ よ り 2一般質問（代表)
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令
和
６
年
度
予
算
に
つ
い
て

問　
①
養
育
費
立
替
保
障
を
行
わ

な
い
理
由
は
。
②
給
食
費
全
額
補

助
は
長
期
継
続
す
る
事
業
か
。
私

立
学
校
在
学
生
も
対
象
に
。
③
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
を
行
う
目
的

は
。
事
業
進
捗
の
透
明
化
を
。

区
長　
①
必
要
性
を
見
極
め
て
い

る
。
②
適
切
に
判
断
。
考
え
は
な

い
。
③
区
の
課
題
解
決
と
街
の
活

性
化
。
区
民
に
知
る
機
会
を
提
供
。

改
正
人
権
条
例
に
つ
い
て

問　
①
渋
谷
民
と
は
。
区
民
と
の

違
い
は
。
②
女
性
へ
の
配
慮
も
盛

り
込
む
べ
き
。
③
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
証
明
の
対
象
者
は
。
フ
ァ
ミ

リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
を
。

区
長　
①
在
住
、
在
勤
、
在
学
者

の
ほ
か
区
に
関
わ
る
全
て
の
人
。

区
民
も
渋
谷
民
。
②
現
行
条
例
の

趣
旨
を
継
承
。
③
異
性
同
士
も
申

請
可
能
と
な
る
。
研
究
す
る
。

区
政
運
営
に
つ
い
て

問　
①
事
務
事
業
評
価
を
行
い
、

公
開
を
。
指
定
管
理
者
管
理
運
営

状
況
評
議
会
の
設
置
を
。
②
学
校

建
て
替
え
に
協
議
体
の
設
置
を
。

再
開
発
事
業
等
は
区
民
と
対
話
を
。

③
区
長
答
弁
で
一
部
議
員
を
疎
外

す
る
対
応
を
見
直
し
、
倫
理
観
あ

る
行
政
運
営
を
。
④
は
た
ち
の
つ

ど
い
の
国
会
議
員
出
席
の
理
由
は
。

区
長　
①
開
示
の
在
り
方
を
検
討
。

設
置
の
考
え
は
な
い
。
②
準
備
委

員
会
で
計
画
素
案
を
作
成
。
説
明

会
等
を
実
施
。
③
疎
外
す
る
意
識

な
く
改
め
る
つ
も
り
は
な
い
。
④

事
前
に
申
入
れ
あ
り
区
が
判
断
。

子
ど
も
子
育
て
・
教
育
に
つ
い
て

問　
①
自
ら
命
を
絶
つ
児
童
生
徒

を
守
る
最
優
先
課
題
は
。
公
私
立

問
わ
ず
対
策
を
。
ト
ラ
ウ
マ
へ
の

対
策
を
。
②
教
育
現
場
も
公
費
会

計
へ
。
集
金
に
Ｄ
Ｘ
活
用
を
。
③

学
用
品
購
入
の
シ
ス
テ
ム
導
入
を
。

④
宮
下
公
園
施
設
利
用
を
無
料
に
。

⑤
渋
谷
臨
海
公
園
の
子
供
利
用
は
。

区
長　
②
必
要
な
検
討
を
進
め
る
。

一
部
デ
ジ
タ
ル
通
貨
で
利
用
可
能
。

④
無
料
の
考
え
は
な
い
。
⑤
子
供

た
ち
の
主
体
的
参
加
に
配
慮
。

教
育
長　
①
相
談
で
き
る
力
を
培

い
、
相
談
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
。
教
育
セ
ン
タ
ー
で
対
応
。
中

長
期
的
に
講
じ
る
。
③
保
護
者
の

負
担
軽
減
等
に
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進
。

危
機
管
理
対
策
に
つ
い
て

問　
①
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
、

町
会
加
入
を
前
提
と
す
る
ル
ー
ル

の
見
直
し
を
。
加
入
方
法
の
検
討

を
。
防
災
士
機
構
と
連
携
を
。
現

役
世
代
加
入
率
の
目
標
設
定
を
。

出
張
防
災
訓
練
を
。
土
日
等
訓
練

へ
の
職
員
参
加
の
課
題
は
。
②
避

難
所
運
営
に
人
権
保
護
の
基
準
を
。

災
害
時
歯
科
医
療
支
援
の
指
針
を
。

区
長　
①
地
域
特
性
で
決
め
る
も

の
。
防
災
キ
ャ
ラ
バ
ン
等
で
支
援
。

知
識
と
経
験
を
高
め
る
支
援
に
取

り
組
む
。
必
要
な
調
整
を
行
う
。

求
め
に
応
じ
て
支
援
。
課
題
は
な

い
。
②
地
域
防
災
計
画
の
方
針
が

基
準
。
支
援
の
在
り
方
を
検
討
。

福
祉
事
業
に
つ
い
て

問　
①
介
護
予
防
講
座
か
ら
事
業

者
に
つ
な
ぐ
仕
組
み
を
。
②
施
設

従
事
者
の
内
部
通
報
窓
口
設
置
を
。

③
特
養
の
転
所
ル
ー
ル
見
直
し
を
。

区
長　
①
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ

て
い
る
。
②
体
制
を
整
え
て
い
る
。

③
公
平
性
を
担
保
し
、
研
究
。

防
災
に
つ
い
て

問　
①
「
家
族
防
災
会
議
」
の
開

催
に
つ
い
て
啓
発
を
。
②
加
計
塚

小
の
シ
ブ
ヤ
科
に
お
け
る
発
表
内

容
の
紹
介
を
。
③
全
区
民
へ
携
帯

ト
イ
レ
無
償
配
布
を
。
④
全
避
難

所
で
防
災
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
。
⑤
避

難
所
運
営
委
員
会
が
な
い
地
域
の

訓
練
を
。
⑥
要
配
慮
の
ペ
ッ
ト
対

策
に
専
門
学
校
と
の
連
携
は
。
⑦

学
校
建
て
替
え
時
の
代
替
避
難
所

確
保
・
周
知
を
。
⑧
来
年
度
の
グ

レ
ー
ゾ
ー
ン
住
宅
の
耐
震
助
成
は
。

区
長　
①
防
災
点
検
の
日
に
各
家

庭
で
備
蓄
品
確
認
等
が
で
き
る
よ

う
必
要
な
備
え
に
つ
い
て
周
知
。

③
研
究
課
題
。
④
多
く
の
会
場
で

開
催
検
討
。
⑤
訓
練
、
研
修
会
、

講
話
を
行
う
。
⑥
相
談
・
助
言
や

一
時
預
か
り
等
の
支
援
。
二
次
避

難
も
検
討
。
⑦
仮
校
舎
以
外
に
民

間
企
業
施
設
も
検
討
。
地
域
説
明

は
早
期
に
行
う
。
⑧
区
内
全
域
で

診
断
・
改
修
助
成
を
実
施
。

教
育
長　
②
各
学
校
の
シ
ブ
ヤ
科

の
実
践
事
例
集
を
作
成
。
区
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
紹
介
す
る
予
定
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問　
①
保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業

の
進
捗
は
。
②
来
年
度
法
改
正
に

向
け
た
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

機
能
強
化
と
拡
充
は
。
③
３
歳
未

満
ま
で
対
象
が
拡
充
さ
れ
た
「
に

こ
に
こ
マ
マ
」
の
現
状
と
課
題
は
。

④
産
後
ケ
ア
事
業
の
現
状
は
。

区
長　
①
子
供
を
チ
ー
ム
で
支
援

す
る
具
体
的
方
策
を
関
係
者
協
働

で
実
施
。
②
民
設
民
営
の
セ
ン
タ

ー
と
の
連
携
で
、
よ
り
相
談
し
や

す
い
支
援
機
関
を
拡
充
。
③
申
請

者
が
著
し
く
増
加
。
今
後
の
子
育

て
環
境
の
変
化
を
見
据
え
、
更
に

利
便
性
が
高
い
サ
ー
ビ
ス
と
な
る

よ
う
改
善
。
④
月
末
登
録
者
数
６

３
８
名
、
契
約
機
関
７
施
設
。
妊

娠
届
提
出
時
や
面
接
時
、
産
後
の

全
戸
訪
問
時
に
事
業
を
周
知
。

教
育
に
つ
い
て

問　
校
庭
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
。

区
長　
可
能
な
範
囲
で
改
修
す
る
。

福
祉
に
つ
い
て

問　
①
地
域
共
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
・
結ゆ
い
し
ぶ
や
の
重
層
的
支
援

の
ケ
ー
ス
は
。
②
来
年
度
の
補
聴

器
助
成
は
。
③
認
知
症
基
本
法
制

定
を
受
け
来
年
度
以
降
の
取
組
は
。

④
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消
事
業

で
防
災
ア
プ
リ
講
習
会
の
再
開
や

各
キ
ャ
リ
ア
安
否
確
認
機
能
の
使

い
方
講
習
会
を
。
⑤
シ
ブ
カ
ツ
で

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
活
動
サ
ポ
ー
ト
を
。

区
長　
①
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
体

制
が
入
口
と
な
っ
た
こ
と
で
迅
速

な
対
応
に
つ
な
が
っ
た
事
例
あ
り
。

②
対
象
を
広
げ
、
助
成
上
限
額
を

増
額
。
③
「
渋
谷
区
認
知
症
施
策

推
進
基
本
計
画
」
の
策
定
、
認
知

症
専
用
サ
イ
ト
の
開
設
、
見
守
り

サ
ー
ビ
ス
強
化
等
。
④
全
て
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
の

テ
キ
ス
ト
に
防
災
コ
ン

テ
ン
ツ
を
追
加
。
今
後

は
安
否
確
認
機
能
の
紹

介
追
加
も
検
討
。
⑤
「

出
張
ス
マ
ホ
講
座
」
の

開
催
に
よ
り
サ
ポ
ー
ト

す
る
。

問　
①
ハ
チ
ペ
イ
活
用

の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
デ
ジ

タ
ル
商
品
券
販
売
の
第

３
弾
等
の
支
援
策
を
。

②
給
付
金
申
請
に
オ
ン
ラ
イ
ン
導

入
を
。

区
長　
①
様
々
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
施
予
算
を
計
上
。
②
検
討
す
る
。

問　
「
渋
谷
区
自
転
車
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の
現
状
は
。

区
長　
交
通
安
全
教
室
等
で
自
転

車
ま
ち
づ
く
り
の
機
運
上
昇
。
課

題
は
自
転
車
通
行
環
境
整
備
に
よ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期
構
築
や

更
な
る
交
通
安
全
の
普
及
啓
発
。

健
康
に
つ
い
て

問　
①
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
男
性

接
種
助
成
は
。
②
医
療
用
ウ
ィ
ッ

グ
・
人
工
乳
房
助
成
は
。
③
高
齢

者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
対

象
者
の
最
終
案
内
は
。
④
乳
が
ん

予
防
啓
発
に
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
派
遣
を
。
⑤
緑
内
障
自

己
チ
ェ
ッ
ク
診
断
表
の
再
配
布
を
。

区
長　
①
小
学
６
年
生
か
ら
高
校

１
年
生
の
年
齢
を
対
象
に
接
種
費

用
全
額
補
助
。
②
購
入
・
レ
ン
タ

ル
費
用
を
１
点
当
た
り
上
限
10
万

円
で
２
点
ま
で
助
成
。
③
期
間
内

接
種
を
区
ニ
ュ
ー
ス
や
区
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
周
知
。
④
く
み
ん
の
広

場
で
の
啓
発
を
検
討
。
⑤
検
討
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
神
田
川
支
流
遊
歩
道
工
事
は
。

区
長　
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装
等
バ
リ

ア
フ
リ
ー
対
策
を
重
点
実
施
予
定
。

問　
①
多
様
性
尊
重
と
規
範
向
上

の
考
え
は
。
②
教
育
委
員
会
と
連

携
し
人
権
教
育
の
更
な
る
推
進
を
。

③
啓
発
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
。

区
長　
①
条
例
で
基
本
理
念
と
区

な
ど
の
責
務
を
既
定
し
、
区
が
推

進
す
る
施
策
を
示
し
た
。
②
教
職

員
へ
の
啓
発
研
修
や
学
校
等
関
係

機
関
の
協
力
も
得
て
、
人
権
教
育

を
推
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
検

討
。
③
伝
わ
り
や
す
い
工
夫
を
し

た
啓
発
用
小
冊
子
作
成
を
検
討
。

能
登
半
島
地
震
と
区
防
災
対
策

問　
①
住
宅
倒
壊
に
よ
る
死
者
ゼ

ロ
を
目
指
し
、
木
造
住
宅
や
マ
ン

シ
ョ
ン
の
耐
震
補
強
工
事
助
成
上

限
の
大
幅
引
上
げ
を
。
②
避
難
所

運
営
基
準
を
ス
フ
ィ
ア
基
準
に
引

き
上
げ
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ハ
ウ
ス
、

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、
在
宅
避
難
者

用
食
料
等
備
蓄
を
増
や
し
、
在
宅

避
難
支
援
チ
ー
ム
の
配
置
を
。

区
長　
①
現
時
点
で
考
え
は
な
い
。

②
よ
り
良
い
環
境
整
備
を
検
討
。

２
０
２
４
年
度
渋
谷
区
予
算
案

問　
①
来
年
度
予
算
は
い
の
ち
と

く
ら
し
、
営
業
を
守
る
こ
と
を
最

優
先
に
税
金
の
使
い
方
は
転
換
を
。

②
区
民
に
寄
り
添
う
独
自
の
物
価

高
騰
対
策
を
。
③
会
計
年
度
任
用

職
員
最
低
賃
金
の
大
幅
引
上
げ
を
。

④
敬
老
祝
い
金
削
減
は
や
め
よ
。

⑤
国
保
料
引
上
げ
を
中
止
し
、
子

ど
も
の
均
等
割
は
無
料
に
。

区
長　
①
し
っ
か
り
守
る
予
算
と

な
っ
て
い
る
。
②
⑤
考
え
は
な
い
。

令和６年度予算、区政運営等
６点について伺う

立憲・国民
小田　浩美 議員

いのち、くらし、営業最優先に、
福祉切り捨て、負担増やめよ

日本共産党
田中　正也 議員

「
渋
谷
区
男
女
平
等
及
び
多
様

性
を
尊
重
す
る
社
会
を
推
進
す

る
条
例
」
の
改
正
に
つ
い
て

▷
宮
下
公
園
の
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル

防災、子育て支援、教育、福
祉等９点を伺う

公明党
久永　薫 議員

安
全
・
安
心
に
つ
い
て

物
価
高
騰
対
策
に

つ
い
て

▷
渋
谷
区
個
人
備
蓄
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
一
部
）
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③
適
正
に
決
定
。
④
丁
寧
に
周
知
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
①
玉
川
上
水
旧
水
路
緑
道
樹

木
は
適
切
保
存
を
。
②
公
園
Ｐ
Ｆ

Ｉ
は
撤
回
を
。
③
計
画
は
白
紙
に
。

④
宇
田
川
町
地
区
ま
ち
づ
く
り
計

画
は
区
道
提
供
や
神
南
小
学
校
の

容
積
率
移
転
を
中
止
し
、
学
校
は

区
が
整
備
を
。
⑤
幡
ヶ
谷
２
丁
目

オ
リ
ン
パ
ス
跡
地
再
開
発
は
、
事

業
者
に
住
民
説
明
会
開
催
を
求
め
、

７
号
通
り
公
園
提
供
は
や
め
よ
。

区
長　
①
き
め
細
や
か
に
対
応
。

②
適
切
に
判
断
。
③
考
え
は
な
い
。

④
予
定
ど
お
り
進
め
る
。
⑤
事
業

者
が
説
明
と
認
識
。
提
供
し
な
い
。

教
育
に
つ
い
て

問　
①
国
や
都
に
30
人
学
級
化
、

教
員
の
大
幅
増
員
を
求
め
よ
。
②

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
仮
設
校
舎
に

専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
。
③
今
後
整

備
す
る
全
て
の
学
校
に
プ
ー
ル
の

整
備
を
。
④
学
校
統
廃
合
は
撤
回

し
、
各
校
整
備
は
子
ど
も
と
保
護

者
、
学
校
関
係
者
、
地
域
住
民
の

声
を
広
く
聞
く
べ
き
。
⑤
学
校
給

食
無
償
化
は
私
立
、
国
立
、
不
登

校
児
ま
で
拡
大
し
、
区
立
と
同
等

支
給
を
。
⑥
奨
学
資
金
貸
付
制
度

は
廃
止
せ
ず
、
大
学
生
も
対
象
に
。

区
長　
②
③
考
え
は
な
い
。
④
意

見
を
丁
寧
に
聞
き
な
が
ら
進
め
る
。

⑤
⑥
現
時
点
で
考
え
は
な
い
。

教
育
長　
①
全
国
都
市
教
育
長
協

議
会
な
ど
を
通
じ
要
望
し
て
い
る
。

問　
①
全
て
の
保
育
園
で
新
し
い

保
育
士
配
置
基
準
の
た
め
の
支
援

を
。
２
歳
児
以
上
の
面
積
基
準
の

引
上
げ
を
。
②
区
と
し
て
保
育
施

設
で
働
く
職
員
処
遇
改
善
を
。

区
長　
①
適
切
に
対
応
。
考
え
は

な
い
。
②
考
え
は
な
い
。

区
政
一
般
に
つ
い
て

問　
①
大
山
街
道
整
備
事
業
で
、

車
い
す
な
ど
へ
の
更
な
る
配
慮
は
。

宮
益
坂
の
路
上
駐
車
対
策
は
。

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
行
計
画
は
。

社
会
実
験
が
始
ま
る
道
玄
坂
の
宮

益
坂
と
の
相
違
点
、
路
上
駐
車
対

策
は
。
②
今
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

期
間
の
対
策
は
。
③
空
き
家
に
つ

い
て
区
の
相
談
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
を
印
象
付
け
る
方
法
は
。
相
談

会
や
講
座
に
つ
い
て
区
民
の
反
響

は
。
空
家
問
題
に
関
心
の
無
い
方

も
話
を
聞
け
る
機
会
を
設
け
る
考

え
は
。
④
空
き
店
舗
を
借
り
上
げ
、

生
徒
の
作
品
展
や
起
業
体
験
な
ど

の
場
と
し
て
活
用
し
て
は
。

区
長　
①
歩
道
の
平
た
ん
性
を
十

分
に
確
保
。
地
域
荷
さ
ば
き
施
設

と
路
上
荷
さ
ば
き
ス
ペ
ー
ス
へ
の

誘
導
等
に
よ
り
対
策
を
推
進
。
事

業
の
進
捗
に
合
わ
せ
、
地
域
配
布

と
区
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
に

よ
り
発
信
。
道
玄
坂
は
飲
食
店
等

の
荷
さ
ば
き
車
両
の
多
い
こ
と
が

特
徴
、
地
域
と
連
携
し
対
策
を
検

討
。
②
人
流
動
向
や
路
上
飲
酒
状

況
を
分
析
し
、
関
係
機
関
と
協
議
。

③
空
家
等
対
策
計
画
に
基
づ
き
、

広
報
や
相
談
会
な
ど
の
啓
発
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
講
座
で
は

活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

誰
も
が
空
家
問
題
に
触
れ
ら
れ
る

き
っ
か
け
作
り
を
積
極
的
に
行
う
。

教
育
長　
④
地
域
や
商
店
街
等
に

学
校
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
る
。

子
ど
も
と
教
育
に
つ
い
て

問　
①
幼
稚
園
で
英
語
に
触
れ
る

機
会
増
を
。
外
国
語
の
絵
本
を
置

い
て
は
。
②
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
採
用
条
件

に
英
語
教
授
法
の
有
資
格
者
を
加

え
て
は
。
③
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
交

流
や
観
戦
の
前
後
に
考
察
の
時
間

は
。
教
材
「
ア
イ
ム
ポ
ッ
シ
ブ

の
使
用
例
は
。
ダ
イ
ア
ロ
グ
・
イ

ン
・
サ
イ
レ
ン
ス
を
課
外
授
業
と

し
て
採
用
を
。
④
日
本
版
Ｄ※

Ｂ
Ｓ

の
運
用
で
現
教
職
員
や
採
用
へ
の

影
響
は
。
義
務
化
か
ら
漏
れ
る
施

設
も
対
象
に
す
る
制
度
の
設
置
を
。

⑤
探
究
学
習
「
シ

ブ
ヤ
未
来
科
」
の

授
業
の
進
め
方
と

展
望
は
。

区
長　
④
区
独
自

の
運
用
は
困
難
。

教
育
長　
①
就
学

前
オ
ー
プ
ン
ス
ク

ー
ル
な
ど
で
実
施
。

蔵
書
を
そ
ろ
え
る

な
ど
園
に
助
言
。

②
審
査
対
象
と
し

て
い
る
。
③
事
前
に
競
技
を
調
べ
、

観
戦
後
は
議
論
し
た
り
、
壁
新
聞

を
作
成
し
た
。
体
育
、
道
徳
、
シ

ブ
ヤ
未
来
科
等
で
活
用
。
ご
提
案

も
含
め
、
各
学
校
の
取
組
が
充
実

す
る
よ
う
情
報
提
供
。
④
区
立
学

校
の
教
育
職
員
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

へ
の
記
録
等
の
措
置
が
講
じ
ら
れ

て
い
る
。
Ｄ
Ｂ
Ｓ
に
つ
い
て
は
動

向
を
注
視
。
⑤
年
度
前
半
は
基
礎

学
習
な
ど
の
後
、
共
通
テ
ー
マ
の

探
究
を
行
い
、
後
半
は
自
ら
テ
ー

マ
を
設
定
し
探
究
を
進
め
る
。
学

び
を
楽
し
む
子
供
が
増
え
、
渋
谷

に
住
み
、
学
ぶ
こ
と
を
誇
り
に
し

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
。

防
災
に
つ
い
て

問　
①
学
校
建
設
工
事
中
の
災
害

時
の
避
難
所
は
。
防
災
用
品
の
配

置
場
所
は
地
元
の
範
囲
内
に
。
②

「
未
来
の
学
校
」
で
は
災
害
時
を

想
定
し
た
ト
イ
レ
を
。
公
園
ト
イ

レ
は
改
修
時
に
高
耐
震
に
。
③
ド

ロ
ー
ン
を
物
資
運
搬
等
に
も
活
用

を
。
操
縦
技
能
取
得
職
員
の
範
囲

拡
大
を
。
④
区
管
理
の
井
戸
の
数

と
管
理
状
況
は
。
防
災
倉
庫
に
井

戸
水
浄
化
装
置
の
備
蓄
を
。
⑤
個

人
備
蓄
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
笛
の

追
加
を
。
⑥
マ
ン
シ
ョ
ン
の
防
災

対
策
に
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
啓
発
へ
の

協
力
は
可
能
か
。
防
災
キ
ャ
ラ
バ

ン
に
参
加
を
促
す
周
知
の
工
夫
を
。

区
長　
①
原
則
、
仮
校
舎
が
避
難

所
と
な
る
が
、
困
難
な
方
に
は
代

替
避
難
所
を
検
討
。
防
災
用
品
も

場
所
の
確
保
に
努
め
る
。
②
災
害

時
に
利
用
で
き
る
よ
う
設
計
。
耐

震
性
の
あ
る
ト
イ
レ
を
整
備
。
③

発
災
直
後
の
情
報
収
集
に
活
用
予

定
、
物
資
運
搬
は
今
後
検
討
。
技

能
取
得
職
員
は
今
後
決
定
。
④
15

基
を
備
え
て
い
る
が
飲
料
に
適
さ

ず
、
生
活
用
水
等
と
し
て
の
活
用

を
想
定
。
井
戸
水
浄
化
装
置
配
備

の
考
え
は
な
い
。
⑤
備
蓄
品
に
つ

い
て
は
、
き
め
細
か
な
個
人
備
蓄

が
図
ら
れ
る
よ
う
周
知
を
行
う
。

⑥
現
在
も
要
請
が
あ
れ
ば
実
施
。

マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
配

布
な
ど
、
広
く
啓
発
に
取
り
組
む
。

用
語
解
説　

※
Ｄ
Ｂ
Ｓ
＝
性
犯
罪

を
し
た
者
が
子
ど
も
に
関
わ
る
仕

事
に
就
く
こ
と
を
禁
止
す
る
制
度
。

高
齢
者
、
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

問　
①
国
に
対
し
医
療
・
介
護
の

負
担
増
や
年
金
引
下
げ
の
中
止
と

ヘ
ル
パ
ー
の
報
酬
の
引
上
げ
を
求

め
よ
。
②
介
護
職
員
の
処
遇
改
善

を
。
③
低
所
得
者
の
介
護
保
険
料

値
上
げ
は
や
め
よ
。
④
待
機
者
が

３
２
８
人
も
い
る
特
養
ホ
ー
ム
の

増
設
を
進
め
よ
。
⑤
特
別
支
援
学

校
の
卒
業
生
が
通
所
で
き
る
生
活

実
習
所
増
設
と
職
員
処
遇
改
善
を
。

区
長　
①
国
施
策
の
中
止
や
国
負

担
の
引
上
げ
を
求
め
る
考
え
は
な

い
。
②
区
独
自
の
上
乗
せ
は
な
い
。

③
低
所
得
者
の
影
響
を
最
小
限
に

保
険
料
を
設
定
し
た
。
④
着
実
に

増
設
を
進
め
る
。
⑤
増
設
は
検
討

し
て
い
な
い
が
、
卒
業
後
の
通
所

先
の
確
保
に
努
め
る
。
国
へ
の
要

望
や
区
独
自
助
成
の
考
え
は
な
い
。

ト
イ
レ
に
つ
い
て

問　
渋
谷
区
ト
イ
レ
環
境
整
備
基

本
方
針
に
、
女
性
用
ト
イ
レ
の
設

置
を
明
文
化
す
る
べ
き
。

区
長　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
＆
イ

ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
ト
イ
レ
環
境
整
備
の
基

本
的
な
考
え
方
を
示
し
た
も
の
で
、

明
文
化
を
す
る
予
定
は
な
い
。

区
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

問　
①
審
議
会
等
の
会
議
に
つ
い

て
一
つ
の
ペ
ー
ジ
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
公
開
し
、
議
事
要
旨
に
つ
い

て
も
原
則
公
表
す
る
べ
き
。
②
一

律
に
開
示
し
ろ
と
は
一
言
も
言
っ

て
い
な
い
。
で
き
る
は
ず
の
も
の

が
少
な
い
の
で
そ
れ
を
増
や
す
べ

き
と
い
う
話
だ
。
③
区
長
の
記
者

会
見
の
回
数
を
増
や
し
、
動
画
配

信
を
実
施
す
べ
き
。

区
長　
①
一
律
に
公
開
や
公
表
す

る
考
え
は
な
い
。
②
引
き
続
き
必

要
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
く
。
③

記
者
会
見
回
数
の
単
な
る
増
加
や

動
画
配
信
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

住
宅
政
策
に
つ
い
て

問　
物
流
網
を
守
り
、
再
配
達
を

少
な
く
す
る
た
め
に
宅
配
ボ
ッ
ク

ス
設
置
を
推
進
す
る
べ
き
。

区
長　
引
き
続
き
検
討
す
る
。

防
災
に
つ
い
て

問　
①
液
体
ミ
ル
ク
を
備
蓄
用
品

に
。
②
新
生
児
等
に
必
要
な
備
蓄

啓
発
を
。
③
要
配
慮
の
当
事
者
を

知
る
機
会
を
。
④
避
難
所
で
要
配

慮
の
方
の
サ
イ
ン
が
わ
か
る
工
夫

を
。
⑤
災
害
時
の
来
街
者
対
応
は
。

区
長　
①
④
検
討
。
②
ネ
ウ
ボ
ラ

で
防
災
講
座
開
催
。
③
障
が
い
の

あ
る
方
と
ご
家
族
に
防
災
キ
ャ
ラ

区政一般、子どもと教育、
防災について伺う

維新の会
星野　愛 議員

一般
質
問（
個
人
）

介護・医療の改悪中止と障が
い者福祉の改善を求める

日本共産党
五十嵐　千代子 議員

トイレ、区の情報発信、住宅
政策について伺う

須田　　賢 議員

防災、子育て支援について
伺う

シブヤ笑顔
橋本　侑樹 議員

◁
２
０
２
４
年
度
渋
谷
区
予
算
案
よ

り
田
中
正
也
議
員
が
試
算

◁
ま
も
な
く
芽
吹
き
の
季
節
を
迎
え
る
宮
益
坂(

大
山
街
道
）

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

は
。
教
材
「
ア
イ
ム
ポ
ッ
シ
ブ
ル
」

⑥
現
在
も
要
請
が
あ
れ
ば
実
施
。

マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
配

布
な
ど
、
広
く
啓
発
に
取
り
組
む
。
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バ
ン
参
加
を
呼
び
掛
け
交
流
。
⑤

街
の
変
化
に
合
わ
せ
計
画
を
更
新
。

問　
①
妊
娠
初
期
の
サ
ポ
ー
ト
の

充
実
を
。
②
プ※

レ
ネ
イ
タ
ル
ビ
ジ

ッ
ト
の
導
入
を
。
③
産
前
か
ら
保

育
情
報
の
わ
か
り
や
す
い
案
内
を
。

区
長　
①
区
サ
イ
ト
等
の
掲
載
を

工
夫
。
②
今
後
の
課
題
。
③
保
活

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
等
情
報
発
信
。

用
語
解
説　

※
プ
レ
ネ
イ
タ
ル
ビ

ジ
ッ
ト
＝
出
産
前
に
出
産
後
の
育

児
や
子
供
の
健
康
に
つ
い
て
小
児

科
医
に
相
談
す
る
機
会
の
こ
と
。

玉
川
上
水
旧
水
路
緑
道
に
つ
い
て

問　
①
園
路
幅
は
現
状
維
持
を
。

車
止
め
の
間
隔
は
90
㎝
以
上
に
。

②
民
間
活
力
導
入
の
候
補
地
は
。

区
に
よ
る
維
持
管
理
の
検
討
は
。

③
再
整
備
予
算
の
内
訳
は
。

区
長　
①
３
ｍ
以
上
で
整
備
。
適

切
に
対
応
。
②
決
ま
っ
て
い
な
い
。

維
持
管
理
主
体
は
適
切
に
判
断
。

③
ま
と
ま
り
次
第
、
議
会
に
報
告
。

問　
①
ニ
ー
ズ
の
把
握
は
。
②
見

守
り
強
化
に
伴
う
予
算
総
額
は
。

③
ハ
チ
ペ
イ
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
作
成
を
。

区
長　
①
地
域
団
体
等
か
ら
意
見

聴
取
。
②
異
な
る
要
素
の
増
減
も

あ
り
回
答
不
能
。
③
考
え
は
な
い
。

問　
啓
発
地
区
の
拡
大
や
区
内
全

域
を
対
象
と
す
る
改
正
の
考
え
は
。

区
長　
効
果
的
対
策
を
研
究
す
る
。

部
活
動
改
革
に
つ
い
て

問　
渋
谷
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
普
及
を
。
保
護
者
と

コ
ー
チ
の
意
見
交
換
の
場
を
。

区
長　
啓
発
と
保
護
者
会
を
検
討
。

区
政
課
題
に
つ
い
て

問　
①
玉
川
上
水
旧
水
路
緑
道
再

整
備
は
利
用
者
本
位
で
。
②
「
フ

ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
等
わ

か
り
づ
ら
い
用
語
は
住
民
参
加
の

障
壁
。
③
羽
田
新
ル
ー
ト
の
見
直

し
を
。
④
技
術
職
を
中
心
に
人
材

確
保
難
。
職
員
待
遇
改
善
策
を
検

討
せ
よ
。
⑤
教
員
は
こ
ど
も
の
手

本
。
教
員
表
彰
に
挑
戦
や
学
び
の

部
門
を
。
⑥
シ
ブ
ヤ
未
来
科
に
期

待
す
る
が
移
行
は
緩
や
か
に
。
鼓

笛
活
動
を
位
置
づ
け
よ
。
⑦
鼓
笛

パ
レ
ー
ド
の
機
会
確
保
を
。
⑧
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
男
性
接
種
の
啓
発

を
。
⑨
Ｒ※
Ｓ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
助
成
を
。

区
長　
①
利
用
者
に
愛
さ
れ
る
緑

道
再
整
備
に
取
り
組
む
。
②
誰
も

が
理
解
で
き
る
よ
う
な
用
語
の
使

用
に
努
め
る
。
③
国
に
情
報
の
開

示
や
安
全
対
策
の
強
化
を
求
め
る
。

④
改
善
策
は
研
究
課
題
。
⑦
教
育

委
員
会
と
と
も
に
検
討
。
⑧
情
報

提
供
を
区
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
啓

発
す
る
。
⑨
今
後
検
討
を
進
め
る
。

教
育
長　
⑤
職
務
以
外
に
表
彰
の

範
囲
を
広
げ
る
考
え
は
な
い
。
⑥

来
年
度
か
ら
本
格
的
に
始
め
る
シ

ブ
ヤ
未
来
科
の
探
究
は
、
変
革
を

推
進
す
る
基
盤
が
あ
っ
て
こ
そ
の

展
開
。
各
学
校
の
計
画
を
尊
重
し

な
が
ら
必
要
な
支
援
を
行
う
。

用
語
解
説　

※
Ｒ
Ｓ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

＝
呼
吸
器
合
胞
体
ウ
イ
ル
ス
（
Ｒ

Ｓ
Ｖ
）
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
感
染
症
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
の

こ
と
。

問　
①
渋
谷
区
で
は
２
０
１
５
年

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
証
明
施
行

か
ら
出
生
数
が
減
少
、
一
方
で
世

帯
数
は
上
昇
し
て
お
り
、
本
条
例

は
少
子
化
に
関
係
し
て
い
る
と
感

じ
る
。
子
供
は
国
の
宝
と
言
う
が
、

区
長
は
渋
谷
区
に
と
っ
て
子
供
は

宝
で
は
な
い
と
の
考
え
か
。
②
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
証
明
の
最
も
多

い
取
得
理
由
は
「
有
事
の
際
に
パ

ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
を
証
明
で
き

る
も
の
が
欲
し
い
か
ら
」
と
あ
る

が
、
証
明
に
よ
り
相
続
は
可
能
か
。

実
際
に
遺
産
取
得
の
事
例
が
あ
る
。

外
国
人
の
方
も
相
続
の
可
能
性
が

あ
る
。
土
地
や
財
産
に
及
べ
ば
国

益
を
脅
か
す
懸
念
が
あ
り
、
厳
格

な
ル
ー
ル
、
規
約
を
設
け
る
べ
き
。

区
長　
①
少
子
化
は
国
全
体
の
課

題
で
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
証
明
制

度
の
施
行
と
出
生
数
の
問
題
は
無

関
係
。
私
は
子
供
た
ち
の
こ
と
を

大
切
に
考
え
て
お
り
、
本
条
例
で

も
子
供
の
権
利
保
障
に
つ
い
て
明

記
し
、
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
生

き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
人

権
教
育
や
啓
発
す
る
こ
と
を
取
組

と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
②
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
と
婚
姻
制
度
は

別
物
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
証

明
の
取
得
に
よ
り
相
続
が
可
能
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
証
明
の
あ

る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
契

約
内
容
に
基
づ
き
相
続
の
判
断
が

さ
れ
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

総
務
分
科
会

▼
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
は
、
学

校
建
て
替
え
期
間
中
の
運
用
に
支

障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
各
校
の
避

難
所
運
営
委
員
会
と
連
携
を
密
に

し
て
、
丁
寧
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

▼
庁
舎
管
理
に
つ
い
て
は
、
低
層

階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
利
用
へ
誘
導
す

る
案
内
の
拡
充
、
自
転
車
駐
輪
場

の
改
善
、
車
寄
せ
の
設
置
等
を
行

い
、
来
庁
者
の
利
便
性
と
快
適
性

の
更
な
る
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

▼
ア
イ
リ
ス
は
、
人
権
問
題
の
一

次
窓
口
と
し
て
各
所
管
と
連
携
し
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
多
様
性
、
Ｄ

Ｖ
等
に
関
す
る
専
門
部
署
と
し
て

機
能
を
拡
充
さ
れ
た
い
。

▼
契
約
事
務
に
つ
い
て
は
、
入
札

不
調
や
工
事
の
停
滞
等
を
発
生
さ

せ
な
い
た
め
、
予
定
価
格
に
人
件

費
や
資
材
の
高
騰
が
適
切
に
反
映

さ
れ
、
契
約
内
容
が
円
滑
に
完
了

さ
れ
る
よ
う
、
事
業
・
財
務
の
関

係
各
所
管
と
の
確
認
・
調
整
作
業

を
尽
く
さ
れ
た
い
。

区
民
環
境
分
科
会

▼
区
民
施
設
に
つ
い
て
は
、
更
な

る
設
備
の
充
実
と
と
も
に
、
区
民

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
開
館
時
間
等
に

つ
い
て
も
検
討
を
行
う
な
ど
、
利

便
性
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

▼
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ザ
ー
出
産
助
成
金

に
つ
い
て
は
、
昨
年
開
始
し
た
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
申
請
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
受
取
の
周

知
に
努
め
る
と
と
も
に
、
出
産
費

用
の
高
騰
な
ど
社
会
情
勢
に
合
わ

せ
て
増
額
す
る
こ
と
を
検
討
さ
れ

た
い
。

▼
水
道
道
路
沿
道
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
長
期
に
わ
た
る
事

業
と
な
る
た
め
、
地
域
住
民
の
声

を
聴
き
、
東
京
都
と
連
携
し
て
地

域
の
人
に
望
ま
れ
る
ま
ち
づ
く
り

と
な
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

▼
玉
川
上
水
旧
水
路
緑
道
再
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
全

体
像
な
ど
の
情
報
を
分
か
り
や
す

く
周
知
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住

民
の
声
を
丁
寧
に
聴
き
な
が
ら
進

め
ら
れ
た
い
。

文
教
分
科
会

▼
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
設
立
に
よ
っ

て
幼
児
期
か
ら
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

体
制
を
整
え
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
た
め
、
確
実
に
進
め
ら
れ
た
い
。

▼
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
員
の
処
遇

改
善
等
に
努
め
、
防
災
・
防
犯
の

内
容
を
充
実
さ
せ
、
情
報
弱
者
を

無
く
す
取
組
を
強
化
さ
れ
た
い
。

▼
富
ヶ
谷
・
上
原
地
区
設
置
の
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
区
内
初

の
民
設
民
営
で
の
運
営
を
予
定
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
や
設

置
場
所
等
に
つ
い
て
適
正
で
あ
る

か
を
十
分
に
見
極
め
、
早
急
に
設

立
さ
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

▼
令
和
６
年
度
か
ら
拡
充
さ
れ
る

シ
ブ
ヤ
未
来
科
に
つ
い
て
は
、
企

業
連
携
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
構
築

や
教
員
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
改
定

を
遅
延
な
く
進
め
る
と
と
も
に
、

教
育
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
電
子
書
籍

等
も
利
用
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
の
探
究
的
な
学
び
の
支
援
を
確

実
に
進
め
ら
れ
た
い
。

福
祉
保
健
分
科
会

▼
浴
場
設
備
更
新
等
助
成
に
つ
い

て
は
、
燃
料
費
高
騰
な
ど
運
営
状

況
が
厳
し
い
た
め
、
今
後
も
浴
場

組
合
と
話
し
合
い
を
重
ね
て
、
的

確
な
助
成
を
さ
れ
た
い
。

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
活
動
団
体
へ
の
支
援
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

活
用
に
よ
り
、
事
業
の
拡
充
に
努

め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
企
業
等
の

退
職
者
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
の
活
動
状
況
を
情
報
提
供
し
て
、

登
録
者
の
増
に
つ
な
げ
ら
れ
た
い
。

▼
敬
老
金
贈
呈
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
見
守
り
事
業
の
確
実
な
執
行

と
と
も
に
、
渋
谷
区
の
高
齢
者
福

祉
が
前
進
し
て
い
く
よ
う
、
万
全

を
尽
く
さ
れ
た
い
。

▼
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
支
援
事

業
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
・

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
実
証
実
験
の

効
果
を
検
証
し
て
、
介
護
事
業
所

や
介
護
職
員
の
負
担
軽
減
を
実
現

さ
れ
た
い
。

区政運営と区民生活、教育、
健康などの区政課題について

鈴木　建邦 議員

矢野　桂太 議員

渋谷区人権を尊重し差別をなくす
社会を推進する条例について伺う

玉川上水旧水路緑道、敬老金
贈呈事業等４点について伺う

立憲・国民
佐々木　由樹 議員

議
案
第
８
号　

渋
谷
区
人
権
を

尊
重
し
差
別
を
な
く
す
社
会
を

推
進
す
る
条
例
に
つ
い
て

議会情報公開・個人情報保護実施状況
情報公開関係
（令和５年12月1日～令和６年３月31日）
　請求件数 ５件
　文書件数 13件
　公開件数 11件
　非公開件数（不存在） ２件
個人情報保護関係
（令和５年12月1日～令和６年３月31日）
　請求件数 ３件

　

令
和
６
年
度
各
会
計
予
算
４
件
は
、
２
月
22
日
に
設
置
し
た
予
算
特

別
委
員
会
（
全
議
員
34
人
で
構
成
、
委
員
長
・
斎
藤
竜
一
議
員
、
副
委

員
長
・
桑
水
流
弓
紀
子
議
員
）
に
付
託
し
、
４
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ

審
査
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
及
び
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
予
算
は
、
修
正
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、
修
正
案
を
否
決
し
、
４
件
と
も

原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
多
数
を
も
っ
て
決
定
し
ま
し
た
。

　

予
算
特
別
委
員
会
の
各
分
科
会
で
の
主
な
指
摘
事
項
は
次
の
と
お
り

で
す
。 予

算
特
別
委
員
会
審
査
概
要

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

客
引
き
行
為
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例

敬
老
金
贈
呈
事
業
に
つ
い
て

●議員の住所変更
 伊藤　毅志　議員
  （令和６年３月26日）

   新住所   東１-２-24-408

お知らせ

令和６年（2024年）４月20日　No. 307し ぶ や 区 議 会 だ よ り5 一般質問(個人)・予算特別委員会審査概要



▼
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
事
業
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
デ

ー
タ
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、

様
々
な
変
化
に
即
応
で
き
る
政
策

の
立
案
・
推
進
を
目
的
と
す
る
事

業
で
、
庁
内
外
の
デ
ー
タ
を
公

開
・
活
用
し
、
産
官
学
民
連
携
で

地
域
課
題
の
解
決
や
サ
ー
ビ
ス
の

創
出
を
図
る
活
動
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
区
民
が
分
か
り
や
す
い
広

報
を
行
う
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

▼
公
共
施
設
再
配
置
の
検
討
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
学
校

施
設
・
公
営
住
宅
を
除
く
一
般
建

物
施
設
に
つ
い
て
、
施
設
の
再
配

置
を
検
討
す
る
も
の
で
、
将
来
的

な
需
要
の
予
測
や
、
地
域
割
り
等
、

住
民
目
線
で
慎
重
か
つ
丁
寧
な
検

討
に
努
め
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

▼
千
駄
ヶ
谷
区
民
複
合
施
設
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。
新
年
度
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
認
定
こ

ど
も
園
、
テ
ナ
ン
ト
が
順
次
開
設

さ
れ
ま
す
。

▼
落
書
き
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
Ａ

Ｉ
を
使
っ
た
分
析
を
行
う
な
ど
画

期
的
な
取
組
で
あ
る
、
落
書
き
は

犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
広
く
周
知
し
、

落
書
き
防
止
対
策
を
強
化
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

▼
渋
谷
区
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
計
画
が
加

え
ら
れ
た
こ
と
を
評
価
す
る
、
引

き
続
き
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事
業
な

ど
と
も
連
携
し
、
食
品
ロ
ス
対
策

に
取
り
組
む
よ
う
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

▼
区
民
や
来
街
者
に
開
か
れ
た
歩

行
者
中
心
の
道
路
空
間
を
目
指
す

大
山
街
道
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

歩
車
道
の
フ
ラ
ッ
ト
化
は
歩
行
者

天
国
の
実
施
な
ど
地
域
の
に
ぎ
わ

い
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
、
宮
益
坂

・
道
玄
坂
・
渋
谷
駅
周
辺
に
つ
い

て
は
、
統
一
感
を
持
っ
て
整
備
す

る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

▼
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
を
中
心

と
し
た
教
室
配
置
と
な
る
広
尾
・

松
濤
中
学
校
の
建
て
替
え
基
本
計

画
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
プ
ー
ル
設
置
の
在
り
方

に
関
し
て
は
避
難
所
運
営
に
も
影

響
す
る
た
め
、
近
隣
住
民
に
理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
丁
寧
に
説
明
す

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

▼
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
の
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
学
校
建

て
替
え
や
シ
ブ
ヤ
未
来
科
等
、
多

岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

▼
不
登
校
対
策
に
つ
い
て
、
移
転

先
の
け
や
き
教
室
を
視
察
後
、
報

告
を
受
け
ま
し
た
。
メ
タ
バ
ー
ス

を
生
か
し
た
Ｖ※

Ｌ
Ｐ
や
笹
塚
中
学

校
に
設
置
の
校
内
別
室
学
級
を
含

め
、
児
童
生
徒
の
特
性
に
合
わ
せ

た
対
策
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

▼
シ
ブ
ヤ
未
来
科
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
教
員
の
負
担
が
増
え
る
こ

と
の
な
い
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

▼
敬
老
金
贈
呈
事
業
の
見
直
し
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
敬

老
金
贈
呈
に
つ
い
て
は
、
祝
金
の

贈
呈
継
続
を
評
価
し
、
対
象
年
齢

や
贈
呈
金
額
の
変
更
な
ど
の
丁
寧

な
周
知
を
要
請
し
ま
し
た
。
高
齢

者
の
見
守
り
施
策
に
つ
い
て
は
、

対
象
者
の
ほ
か
御
家
族
へ
も
案
内

を
し
て
、
見
守
り
協
定
の
締
結
先

や
関
係
機
関
と
と
も
に
、
皆
の
安

心
に
つ
な
が
る
体
制
を
構
築
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

▼
渋
谷
区
物
価
高
騰
緊
急
支
援
給

付
金
（
低
所
得
者
支
援
分
）
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
国
の

動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
対
象
者
へ

の
わ
か
り
や
す
い
案
内
と
迅
速
な

給
付
を
要
望
し
ま
し
た
。

▼
渋
谷
区
感
染
症
予
防
計
画
案
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
踏
ま

え
、
関
係
機
関
と
的
確
に
連
携
で

き
る
体
制
を
と
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。

▼
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究

科
教
授 

西
成
活
裕
氏
を
お
招
き

し
て
「
群
集
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
駅
や
イ
ベ
ン
ト
、

初
詣
な
ど
多
く
の
人
が
集
ま
る
場

所
で
、
人
々
の
行
動
を
分
析
・
計

測
・
予
測
し
て
事
故
を
起
こ
さ
な

い
た
め
に
人
の
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ

に
す
る
対
策
等
に
つ
い
て
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
な

ど
渋
谷
駅
周
辺
で
実
施
し
た
動
線

分
離
の
安
全
対
策
等
や
、
事
故
に

巻
き
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
に

身
を
守
る
方
法
、
車
の
渋
滞
問
題

な
ど
様
々
な
観
点
か
ら
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

▼
道
路
交
通
に
関
す
る
情
報
の
収

集
・
分
析
及
び
提
供
を
行
う
警
視

庁
交
通
管
制
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し

ま
し
た
。
交
通
渋
滞
を
解
消
す
る

た
め
の
信
号
機
の
間
隔
調
整
な
ど

交
通
安
全
に
寄
与
す
る
取
組
に
つ

い
て
伺
い
ま
し
た
。

▼
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
名
誉
教

授
の
横
山
百
合
子
氏
を
講
師
に
迎

え
、
「
歴
史
の
な
か
の
ジ
ェ
ン
ダ

ー
～
日
本
の
性
差
史
～
」
を
テ
ー

マ
に
研
究
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

博
物
館
の
所
蔵
品
等
の
解
説
と
と

も
に
、
日
本
に
お
け
る
性
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
歴
史
に
つ
い
て
講
義
を

受
け
、
多
様
性
社
会
の
推
進
に
は

様
々
な
視
点
を
持
つ
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
確
認
し
ま
し
た
。

▼
「
ダ
イ
ア
ロ
グ
・
イ
ン
・
サ
イ

レ
ン
ス
」
を
視
察
し
、
聴
覚
障
が

い
者
の
方
の
誘
導
で
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
体
験
し
ま
し
た
。
来
年
は
東
京

２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
手
話
な

ど
多
様
な
意
思
疎
通
手
段
の
重
要

性
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

▼
プ
ラ
イ
ド
ハ
ウ
ス
東
京
レ
ガ
シ

ー
を
視
察
し
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
情
報
発

信
や
利
用
者
へ
の
対
応
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

▼
不
登
校
児
童
・
生
徒
等
の
仮
想

空
間
上
の
居
場
所
や
学
び
の
場
と

し
て
、
本
区
で
も
昨
秋
に
開
始
し

た
Ｖ※

Ｌ
Ｐ
に
つ
い
て
、
構
築
元
の

大
日
本
印
刷
㈱
と
一
般
社
団
法
人

プ
レ
プ
ラ
代
表
理
事
で
あ
る
水
瀬

ゆ
ず
氏
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
教
育
現
場
に
お
け
る
メ
タ

バ
ー
ス
の
可
能
性
を
探
り
、
効
果

検
証
後
は
、
積
極
的
に
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

▼
防
災
・
減
災
の
普
及
啓
発
の
た

め
本
区
と
Ｓ
―
Ｓ
Ａ
Ｐ
協
定
を
締

結
し
て
い
る
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ

Ｏ
Ｐ
と
、
も
し
も
フ
ェ
ス
や
防
災

キ
ャ
ラ
バ
ン
に
お
け
る
官
民
連
携

の
実
績
や
課
題
に
つ
い
て
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
能
登
半
島
地

震
を
受
け
防
災
意
識
が
高
ま
る
今
、

今
後
は
地
域
防
災
の
担
い
手
と
な

る
若
い
世
代
の
参
加
促
進
や
区
民

の
一
層
の
防
災
意
識
向
上
に
向
け

た
取
組
を
要
望
し
ま
し
た
。

△千駄ヶ谷区民複合施設視察

△小学校PTA連合会との懇談会

△プライドハウス東京レガシー視察

常
任
委
員
会

令
和
５
年
12
月
13
日
～
令
和
６
年
３
月
21
日

委
員
会
の
活
動
状
況

委
員
会
の
活
動
状
況

議
会
運
営
委
員
会

特
別
委
員
会

▼
２
月
20
日
、
第
１
回
渋
谷
区
議

会
定
例
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

当
委
員
会
で
は
、
事
前
に
区
長
の

出
席
を
求
め
、
提
出
予
定
議
案
と

し
て
、
渋
谷
区
多
様
性
を
認
め
合

う
社
会
を
推
進
す
る
条
例
の
制
定

な
ど
条
例
19
件
、
令
和
５
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
１
件
、
令
和
６

年
度
一
般
会
計
及
び
３
特
別
会
計

の
当
初
予
算
４
件
、
物
品
購
入
契

約
１
件
、
特
別
区
道
路
線
の
廃
止

３
件
・
認
定
１
件
、
東
京
都
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
変

更
１
件
、
人
権
擁
護
委
員
の
候
補

者
の
諮
問
３
件
、
専
決
処
分
の
報

告
１
件
を
提
出
す
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

▼
当
委
員
会
は
、
こ
の
説
明
を
踏

ま
え
、
定
例
会
の
会
期
及
び
日
程

に
つ
い
て
協
議
し
、
会
期
を
３
月

21
日
ま
で
の
31
日
間
と
し
、
ま
た
、

当
初
予
算
の
審
査
の
た
め
予
算
特

別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
な
ど

を
決
定
し
ま
し
た
。

▼
児
童
養
護
施
設
広
尾
フ
レ
ン
ズ

を
視
察
し
ま
し
た
。
視
察
時
点
で

未
就
学
児
か
ら
高
校
生
ま
で
46
人

の
子
ど
も
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
大
学
進
学
希
望
者
の
た
め
の

奨
学
金
制
度
を
創
設
し
た
り
、
就

職
に
よ
っ
て
施
設
か
ら
自
立
し
た

後
も
、
悩
み
を
抱
え
る
若
者
た
ち

か
ら
の
相
談
に
乗
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
養
護
施
設
と
し
て
の
現
状

や
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

▼
児
童
養
護
施
設
広
尾
フ
レ
ン
ズ
、

若
草
寮
と
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

各
施
設
の
運
営
上
の
課
題
等
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

▼
港
区
児
童
相
談
所
を
視
察
し
ま

し
た
。
港
区
で
は
、
妊
娠
期
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しぶや区議会だよりは各戸配布のほか、区施設、区内の駅などにあります。

令和６年度当初予算は過去最高額となり、まちづくりのための環境整備、
福祉の充実、そして次世代への投資等共生社会をより進めるための施策が編
成されています。
まちづくりでは水道道路の整備で周辺エリアの活性化を目指します。玉川
上水旧水路緑道、大山街道も整備事業が推進されます。ＧＩＳへの情報追加
により、専門的な情報のみならず、区民にとってより利便性が上がることが
期待されています。福祉では、男性へのＨＰＶワクチン接種費用助成が始ま
ります。対象者の年齢は13歳～16歳であり、子宮頸がんへの理解度が懸念
されますので注視していく必要があります。障がい者支援としては見た目で
は分かりにくい高次脳機能障がいへの配慮も含め、障がい者、子ども、高齢
者等支援を必要とする方へ行き届けなければなりません。敬老金贈呈も持続
可能な形へと変わります。未来の学校プロジェクトでは防災に関わる課題と
して、学校建て替え中の避難所運用が問題なくされるかが問われています。
教育分野では探究学習の本格スタート、不登校支援の強化、外国語教育の
充実、学校用タブレットでの電子書籍等様々な施策が組まれています。
日本維新の会渋谷区議団は、新年度も区民の皆さまが安心安全に暮らすこ
とのできる渋谷区をつくっていくために力を尽くしてまいることをお誓い
し、令和６年度予算に賛成いたします。

前年度に続き、多様な区民の声が反映された編成になっておらず、税金の
使い道として不適切な事業が散見されます。
災害時の帰宅困難者対策であるシブヤ・アロープロジェクトは、壁面の矢

印アートが避難場所への誘導サインとして全く認知されていません。過去４
年の成果が見られず撤退を求めました。
玉川上水旧水路緑道再整備に14億５千万円が計上。ベンチ15基の費用

6,240万円など妥当性に乏しく、仮設ファームの検証も不十分。区民の声を反
映した計画の見直しを訴えました。
シブヤスタートアップス株式会社への追加出資や、渋谷駅周辺再開発への
負担金は最終的な計画が示されず、今後も億単位の支出増の恐れがあると判
明。見直しを求めています。
学校建て替えでは広尾中・松濤中の実施計画が一方的だと住民から声が挙

がっています。維持管理コストも含めた議論を尽くすべきです。教育政策の
「シブヤ未来科」は保護者への説明や学校の準備段階に問題があり、導入が
拙速だと指摘しました。
高齢者見守りサービスではＩＣＴ端末を用いた実証事業が始まりますが、
体調変化の際にはご家族以外でも駆け付けられる補完体制の整備に早急に予
算を講じるべきです。
立憲・国民渋谷議員団は、事業の適正化と透明性確保を求め、区民の生活

を最優先にする区政の実現に邁進いたします。

新年度予算について、能登半島地震を契機に一層取り組むべき防災対策
や物価高騰対策として行うデジタル地域通貨（ハチペイ）による家計支援・
区内事業者支援など喫緊の区政課題への対応とともに、区有施設整備や学
校建て替えを実施する未来の学校プロジェクトなど中長期的視点を持った
未来への投資も積極的に実施する予算を評価します。
教育では、公立小中学校の給食費を全額補助し単価も上げて、学校給食を

グレードアップさせるとともに、総合的な学習の時間「シブヤ未来科」を拡
充し、子どもたちの主体的な学び、思考力や表現力の向上を図ります。健康
では、男性のＨＰＶワクチン接種助成、がん治療に伴う医療用ウィッグや胸
部補整具等の購入・レンタル費用の助成を開始します。福祉では、第９期高
齢者保健福祉計画及び介護保険計画が策定され、高齢者の見守りやフレイ
ル予防の強化、また渋谷区障がい福祉推進計画の策定と神宮前３丁目障が
い者施設のオープンが予定されています。スポーツでは、渋谷ユナイテッド
と渋谷区体育協会を統合し、渋谷区スポーツ協会として官民連携での新た
な一歩を踏み出します。　
渋谷区議会自由民主党議員団は、今後も区民が安全で安心して快適に過

ごせる渋谷の創造のために全力で取り組むことをお誓いし、令和６年度予
算の認定に賛成いたします。

令和６年度の予算編成は、区民に寄り添った教育・福祉の充実、地域コ
ミュニティの活性化や安全安心のまちづくりを推進し、中長期的な視点によ
る未来への投資を図る点を評価します。
子育て分野では、家庭保育への支援や産前産後ケアが充実。ひとり親の養

育費確保の支援も始まります。教育分野では、学校給食の全額補助と共に質
の向上が図られる他、探究学習シブヤ未来科が拡充され、新しい不登校支援
の取り組みも始まり、未来の学びが進みます。福祉分野では、高性能セン
サー等の最新機器を活用した高齢者見守りや24時間365日対応の障がい者
緊急相談事業がスタート。必要な支援を行う体制が整います。スポーツ分野
では、区内では東京体育館を会場として来年開催のデフリンピックの気運醸
成事業を実施。健康分野では、自殺対策やがん患者支援・がん予防を拡充。
安全対策では、迷惑路上飲酒パトロールを強化。防災では、避難所運営のＤ
Ｘ化による機動的な災害対応が実現します。魅力的な空間整備では、玉川上
水旧水路緑道の再整備、広尾公園・笹塚９号通り公園・西原一丁目公園のリ
ニューアルが進みます。産業振興では、デジタル地域通貨ハチペイのプレミ
アムキャンペーンにより、区民生活と地域経済を支援します。
シブヤを笑顔にする会は、これからも誰もが笑顔で暮らせる渋谷区を実現
するための政策提案に取り組んでまいります。

令和６年度予算編成では、引き続き物価高騰に対する切れ目のない対策を
講じ、区民サービスを低下させることなく、更なる向上が図られています。
また能登半島地震を教訓に防災対策を拡充し、区民のいのちと生活を守り支
える政策を進めます。
教育・子育てについては区立小中学校および特別支援学校へ通う児童・生
徒の給食費無償化が始まります。また子育てネウボラでは特別な支援が必要
な児童への相談支援を拡充し、切れ目のないサポートが強化されます。保
健・医療については我が会派が提案してきた男性（小学校６年生～高校１年
生）へのＨＰＶワクチン接種費用の全額補助、がん患者のアピアランス（外
見）ケア支援のウィッグ購入等費用助成が実現。今後も区民の健康を守る政
策を拡充して参ります。福祉については共生社会の実現に向け、高齢者の見
守りや認知症支援事業の推進。また私ども公明党の粘り強い提案で補聴器
助成の見直しが実現し、対象と助成額を拡充しました。そして産業振興につ
いては長引く物価高騰から区民と中小事業者や区内店舗への支援策として、
今年度もハチペイを活用したデジタル商品券の販売や多様なキャンペーンを
実施。誰もが活用できる事業になるよう、寄り添う支援をして参ります。
渋谷区議会公明党は、今後も一層の区民福祉向上に全力で取り組むこと

をお誓いし、予算に賛成致します。

予算に対する各会派の意見 構成人数が３人以上の会派

中長期を見据えたまちづくり、次世代への投資
そして福祉サービス、安心安全へ向けた施策を評価

日本維新の会渋谷区議団賛成

2024年度予算は、物価高騰や巨大地震対策など、区民のいのち、くらしと
営業を守ることが求められました。
ところが区の物価高騰対策は、困っている区民全体には届かないハチペイ
だけです。さらに国保料、介護保険料、後期高齢者医療保険料のトリプル値
上げ、敬老祝い金の対象者を62％削減、奨学資金貸付制度の廃止など、福
祉、教育を切り捨てています。
その一方で渋谷駅再開発に６億４千万円、海外スタートアップ企業の招致

に３億５千万円などの大企業奉仕の多額の税金を投入します。また、玉川上
水旧水路緑道整備に14億５千万円を投入して工事に着手、教育環境を悪化さ
せる学校再整備や統廃合を住民の声を聞かずトップダウンで進めようとして
います。
住民の運動と区議団の提案で学校給食の無償化と高齢者の補聴器助成の拡

充などが実現しました。
日本共産党区議団は、27年連続で予算修正案や条例改正案を提案しまし
た。内容は、不要不急の事業の見直しや税金の無駄を削り、1520億円の基金
を活用して、低所得者や中小業者支援、若者・子育て世帯への家賃補助など
区独自の物価高騰対策の実施、少人数学級、給付制奨学金の実現、保育や介
護の充実などです。　
今後も、税金の使い方を、いのち、くらし、福祉、教育最優先に転換するた

め全力をあげます。

物価高騰の独自予算に乏しく、国保料、介護保険料
値上げと敬老祝い金削減、奨学金廃止の予算に反対

日本共産党渋谷区議会議員団反対

公園整備や校舎建て替えなど、計画ありきの事業が散見
区民不在の事業や無駄な支出の見直しを強く求める

立憲・国民渋谷議員団反対
喫緊の区政課題への対応と中長期的な区民サービスの
提供を見据えた堅実な予算を評価

渋谷区議会自由民主党議員団賛成

子育て・教育・福祉の充実と安全安心のまちづくりを
推進し、未来への投資を図る予算編成を評価

シブヤを笑顔にする会賛成
未来を見据え、更なる区民福祉の向上を進める
予算編成を高く評価

渋谷区議会公明党賛成
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令和６年　第１回臨時会／議案等の概要と結果 自
由
民
主
党

立
憲
・
国
民

シ
ブ
ヤ
笑
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公

明

党

日
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共
産
党

維
新
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会

その他
(議席番号順)

結 果
○ 賛 成
× 反 対

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属件　　　名 概　　　要

令和５年度渋谷区一般会計補正予算（第８号） 補正金額　469,317千円
繰越明許費の設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

◆議員提出議案　◇委員会提出議案

令和６年　第１回定例会／議案等の概要と結果 自
由
民
主
党

立
憲
・
国
民

シ
ブ
ヤ
笑
顔

公

明

党

日
本
共
産
党

維
新
の
会

その他
(議席番号順)

結 果
○ 賛 成
× 反 対
欠 欠 席
退 退 席

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属件　　　名 概　　　要

渋谷区教育委員会教育長の任命の同意について 伊藤　林太郎（いとう　りんたろう）氏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

人権擁護委員の候補者について 阿部　澄子（あべ　すみこ）氏 ○ ○ ○ ○ ○ ○
欠 ○ ○ ○ ○ 支障ない

旨答申　

人権擁護委員の候補者について 中嶋　正樹（なかじま　まさき）氏 ○ ○ ○ ○ ○ ○
欠 ○ ○ ○ ○ 支障ない

旨答申

人権擁護委員の候補者について 戸所　信貴（とどころ　のぶたか）氏 ○ ○ ○ ○ ○ ○
欠 ○ ○ ○ ○ 支障ない

旨答申

渋谷区多様性を認め合う社会を推進する条例（制定） 多様性を認め合う社会を推進するために区が目指すべき方向性、基本理念等の規定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

渋谷区組織条例の一部を改正する条例
１　部の名称変更及び廃止　変更前：スポーツ部
　　　　　　　　　　　　　変更後：学びとスポーツ部
　　　　　　　　　　　　　廃止　：生涯活躍推進部
２　部の名称変更及び廃止並びに事務移管に伴う分掌事務の移管

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

渋谷区行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する条例の一部を改正する条例

１　介護保険高額介護サービス費等資金の貸付けに関する事務に係る規定の削除
２　奨学資金の貸付けに関する事務に係る規定の削除
３　その他規定の整備　

○ × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 可決

渋谷区手数料条例等の一部を改正する条例
１　戸籍法による戸籍電子証明書提供用識別符号の発行に係る事務手数料等の新設等
２　建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律の題名変更に伴う規定の整備
　　変更後：建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律

○ ○ ○ ○ ○ ○
欠 ○ ○ ○ ○ 可決

渋谷区附属機関の構成員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例

１　渋谷区男女平等・多様性社会推進会議の名称変更
　　変更後：渋谷区人権を尊重し差別をなくす社会を推進する会議
２　渋谷区奨学資金運営委員会の廃止

○ × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 可決

渋谷男女平等・ダイバーシティセンター条例の一部を改正する条例
１　題名の変更（新題名）「渋谷インクルーシブシティセンター条例」
２　設置目的及び事業の変更等
３　施設（和室）の廃止
※関係条例　渋谷区文化総合センター大和田条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 退 ○ 可決

渋谷区人権を尊重し差別をなくす社会を推進する条例（全部改
正）

１　題名の変更
２　前文の見直し
３　基本理念の制定　
４　パートナーシップの定義の拡大
５　その他規定の整備
※関係条例　職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例　他８件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 退 ○ 可決

公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例 派遣先団体の変更　変更前：一般社団法人渋谷ユナイテッド
　　　　　　　　　変更後：一般財団法人渋谷区スポーツ協会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

渋谷区国民健康保険条例の一部を改正する条例
１　保険料率の改定
２　保険料の減額に係る規定の整備
３　退職者医療制度の廃止に係る規定の整備

○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

渋谷区郷土博物館・文学館条例の一部を改正する条例 開館時間の変更　変更前：午前11時から午後５時まで
　　　　　　　　変更後：午前９時から午後５時まで ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

渋谷区シニア・いきいきコミュニティ条例の一部を改正する条例 敬老金の贈呈の対象年齢及び期間の見直し ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

渋谷区介護保険条例の一部を改正する条例 １　保険料額の改定及び所得基準の追加
２　介護保険運営協議会の所掌事務に係る規定の整備 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

渋谷区介護保険高額介護サービス費等資金貸付基金条例を廃止す
る条例 渋谷区介護保険高額介護サービス費等資金貸付基金の廃止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

渋谷区障害者福祉施設条例等の一部を改正する条例
１　神宮前三丁目障がい者施設の名称変更
　　変更後：渋谷区りばぁさいど原宿
２　その他規定の整備

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

渋谷区特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育
て支援施設等の運営に関する基準等を定める条例等の一部を改正する条例

懲戒に係る権限の濫用禁止に伴う規定の削除
※関係条例　渋谷区家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

渋谷区子ども発達相談センター条例の一部を改正する条例 引用条項の整備等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
渋谷区旅館業法施行条例の一部を改正する条例 宿泊を拒むことができる事由に係る規定の削除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
渋谷区奨学資金に関する条例を廃止する条例 奨学資金の貸与に関する事業の終了 ○ × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 可決
渋谷区監査委員条例の一部を改正する条例 引用条項の整備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和５年度渋谷区一般会計補正予算（第９号） 補正金額  8,268,970千円
繰越明許費の補正 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和６年度渋谷区一般会計予算
予算額 122,319,000千円
繰越明許費の設定
債務負担行為の設定

○ × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 可決

令和６年度渋谷区国民健康保険事業会計予算 予算額   27,045,215千円 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和６年度渋谷区介護保険事業会計予算 予算額   17,550,537千円 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和６年度渋谷区後期高齢者医療事業会計予算 予算額     6,667,503千円 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

物品購入契約
教師用指導書（生活）18冊ほか78点
契約金額　73,684,380 円
契約の相手方　東京都第一教科書供給株式会社
納期　契約締結の日から令和６年４月１日まで

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

特別区道路線の廃止について 特別区道第９２０号路線　　　起点　渋谷一丁目１４番先
　　　　　　　　　　　　　　終点　渋谷一丁目１２番先　　　　 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

特別区道路線の廃止について 特別区道第９２１号路線　　　起点　渋谷一丁目１３番先
　　　　　　　　　　　　　　終点　渋谷一丁目１２番先 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

特別区道路線の廃止について 特別区道第１０６９号路線　　起点　渋谷二丁目１９番先
　　　　　　　　　　　　　　終点　渋谷二丁目２０番先 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

特別区道路線の認定について 特別区道第１０８３号路線　　起点　渋谷一丁目１２番先
　　　　　　　　　　　　　　終点　渋谷一丁目１３番先 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

東京都後期高齢者医療広域連合規約の変更について 保険料の軽減に係る経費を、各区市町村の一般財源から負担金として支弁
する期間の延長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

◆渋谷区長等の退職手当に関する条例の一部を改正する条例 区民生活の実態からみて高額であるため改正 × × × × ○ × × × × × 否決
◆渋谷区公契約条例の一部を改正する条例 区発注事業で働く労働者の労働条件向上 × ○ × × ○ × ○ × ○ ○ 否決
◆渋谷区立河津さくらの里しぶや条例を廃止する条例 現行条例の廃止 × × × × ○ × × × × × 否決
◆渋谷区特別区税条例の一部を改正する条例 減免制度の拡充、区民生活を支援 × ○ × × ○ × ○ ○ × × 否決

◆渋谷区地球温暖化防止条例（制定） １　区内の二酸化炭素排出量削減
２　地球温暖化防止対策を推進 × ○ × × ○ × ○ × × × 否決

◆渋谷区高齢者の医療費の助成に関する条例（制定） 高齢者の医療費負担軽減 × × × × ○ × × × × × 否決
◆渋谷区奨学資金に関する条例の一部を改正する条例 貸付金の返還困難者を救済 × ○ × × ○ × ○ × × × 否決
◆渋谷区こども条例（制定） 子どもの権利条約に基づく条例の制定 × ○ × × ○ × ○ × ○ ○ 否決
◇渋谷区議会委員会条例の一部を改正する条例 常任委員会の所管に関する規定の整備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
未就学児のいじめや人権に関する請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択
安心・安全な保育の実現を求める請願 × ○ × × ○ × ○ ○ × ○ 不採択
敬老祝い金給付の現行水準での継続を求める請願 × × × × ○ × × ○ × × 不採択
介護保険料の引き上げをしないことを求める請願 × × × × ○ × × ○ × × 不採択
建設アスベスト対策の拡充を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決定
現行の健康保険証とマイナ保険証の両立を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 退 決定

専決処分の報告について 西参道プロジェクトに伴う道路改良工事（その5）請負契約の一部変更（契約金額の増額及び工期の延長）に伴う専決処分
（金額　7,338,100円の増額）（工期　令和６年３月２９日）

今回は、令和６年第１回定例会の内容をお知らせしました。 今後も親しみやすい紙面づくりに努めてまいります。皆様のご意見・ご要望をお寄せください。
■区議会事務局調査係 　TEL：03–3463–1096 　FAX：03–5458–4939 　メールアドレス： div-kugikai@shibuya.tokyo

しぶや区議会だよりは
各戸配布を行っています

発行日を３日過ぎても届かない場合など、   区議会だよりの配布に関するお問合せは、 
各戸配布コールセンターへ　 ☎︎  0120-900-916　 （月）〜（土）　9：00〜18：00  ※祝・休日、1 月 1 〜 3 日を除く 

8令和６年（2024年）４月20日　No.	307 し ぶ や 区 議 会 だ よ り 議案等の概要と結果


